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自然 ＝ 入、だった昔 。
自然 く 人、になった今 。
さて、未来の答えは？

遥か昔、自然の中で、人は生まれた。

その一部として 、 共存する仲間として 。

人と自然は一体であり、 の存在だった・・・

ーはずなのに。

いつからか、 の記号が人に向く 。

文明を築き上げ＼街を作り出し、

そして、ついに自然を抑えつけはじめる。

「自然は、人のためだけにあるJ

? ? ? 

方向を遣えた2本の線が、距離を無限に広げていくように。

人が一方的に生み出した小さな誤差は、
どんどんと大きくなっていく 。 誰も気力1・つかないうちに。

だから今、ちょっとずつはじめたい。
小さな誤差が、 大きな問題になるならば、
小さな努力だって 、いつの日か大きな成果を生み出せる。

自然 （ ） 人 。
未来のあなたは、 ここに 、 どんな記号を入れますか？
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第三者意見書

世界の環境と I)ーテム

リーテムはグ口ーjUレ芯視点で環境事業に取り組み、確実に前進しています。

その実態を皆様にお伝えすべく環境報告書を作成してまいりましたが、

発行3年目を迎え本年度は、環境負荷を定量的に表す方法であるLCAや環境会計、

環境リスクマネージメントの特集ページを設けました。本報告書を通じて、

リーテム及び環境保全に関心を示していただければ幸いです。

株式会社リーテム （Recycl巴 Technology & Management) 
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本社 干 101 0021 東京都千代田区外神田3-6-10

Tel 03-3258-8586 Fax 03-3251-5805 

E-mail info_tokyo＠「e-tem.com

売上高の推移 （盟何百万円税抗表示）
-, 

l ,400 I 

水戸工場

資本金

代表取締役社長

創業

会社設立

事業内容

干31 ト3116 茨域県東茨城郡茨城町長岡 3520

Tel 029・292-1220 Fax 029-292-1225 

E-mail info_mito＠「巴ーtern.com

3.600万円

中島賢一

明治42年（ 1909年）

昭和26年（ 1951 年）

OA機器・電子電気機器類のυサイクル

鉄系複合材のリサイクル

製鋼原料及び非鉄貴金属原料の売買

建築物及び工作物の解体、移設、撤去

リサイクルシステム販売及びコンサルテイング

初代中島新次郎、水戸において創業

1.200 

明治42年（1909年）

昭和26年（ 1951 年）

昭和45年（ 1970年）

平成 5年（ 1993年）

平成 8年（ 1996年）

6月

10月

9月

3月

法人組織に改め、株式会社中島商店とする

水戸工場を茨城町長岡に建設

平成 9年（ 1997年）

平成 9年（ 1997年）

平成 10年（ 1998年）

平成 12年（2000年）

平成 13年（2001 年）

平成 14年（2002年）

4月

10月

7月

3月

1 月

10月

りーテム リサイクルシステム（プロセス 1 ）導入

平成7年度再資源化開発事業

（財）クリーン ジャパンセンター（CJC）会長賞受賞

社名を株式会社リーテムと改める

本社を東京都千代田区に移転する

リサイクルの全国ネットワークJ RICを組織化

茨城県リサイクル優良事業所に認定される

18014001 認証取得

経済産業省の調査研究を受託

本報告書は、株式会社リーテムの全事業所（本社及び水戸工場）における2002年度

(2002年4月から2003年3月）の事業活動を対象としています。

次回発行は2004年夏を予定しています。

問い合わせ先：株式会社リ テム営業企画部 電話 03-3258-8586

トップメッセージ | 

永続、 共存、

大きいもの。小さなもの。

美しいもの。美しく芯いもの。

豊かなもの。不足しているもの。

相反するもの。共鳴するもの。

努力。

世の中にはいろいろなものがある。

それらは生まれ、育ち、変化していく。

ものの一生と人の一生はとてもよく似ている。

はじまり、出会い、日IJれがあり、歴史に怠る。

その歴史l品、いつまで永続するのだろうか。

私達の仕事は 「永続」を大切にすること。

j毎は太陽に照らされ、

蒸気となり大気にまぎれ、

雨に芯り世界に降り注ぎ、

ふたたび海に還っていく 。

雨、風、水、空気、土 ー 。

豊かな地球環境を支えるさまざまな要素は

自然の法則にしたがって循環あるいは生成を繰り返す。

人間以そうした自然界の恩恵を受け、共存してきた。

その関係は、いつまで続くのだろうか。

私達の仕事は自然と「共存」すること。

太陽が昇り一日が始まり、

人も動物も活動を始める。

やがて夕焼けとともに陽が沈み、

月夜の中で、人は休息する。

その繰り返しの中で、人々は果てしない歳月を重ねてきた。

そしていつしか、人間にはさまざまな役割が与えられた。

社会のため、家族のために働く人もいる。

自分のためだけに働く人もいる。

人々はどん芯目標に向かつて努力を重ねているのだろうか。

私達の仕事は環境保全について「努力J するとと。

言葉にするとシンプルですが、 それがリーテムの仕事です。

ー － 1 

. . 

2003年8月

株式会社リーテム 代表取締役社畏 中島賢一
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独自技術で資源の有効活用を実践する。

[ 一一「りーテムの事業活動 I 

OA機器主主どの金属，樹脂複合材は、

これまでリサイクル原料としては敬遠されていました。

リーテムではとれらを独自のリサイクルシステムに投入後、

徹底した分離回収により再資源化を実現しています。
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\ フ口ン対策
工アコン等に含まれるフ口ン \ 

J の処理処分については、フ口ン ；

( 回収破壊法に則り、手順書の : 

\ 見直しと従業員への再教育を ,' 

\ 実施する芯ど、厳しし1管理

を続けていますo , 

リーテム

手解体の効率化と \ 

, リユース部品再生への協力 \ 

,' リサイクル処理の質を向上させる \ 

( ために専用の手解体ラインを新設し、

I 既存の手解体ラインも改善しましたo ’ 
\ また、さまざまな業界からの要望に

\ 応え、各種パーツのリユース部品 ノ

、 への再生にも積極的に協力 ノ

しています。

〆 独自の再資源化技術 \ 

,' 廃製品はそれぞれに最適な選別

/ ラインへ運ばれ、必要な手解体を \ 

,' 経たのちに独自のリサイクルシステム ; 

', である「りーテムプロセス l Jあるいは : 

\ 「リーテムプロセス 2 」lこ投入されま五 ,' 

\ そして細かく選別され、素材産業 ,' 

の尉ヰとして生き返りますム ／ノ

生産量増加 \ 
従来、埋立て処分されがちであった 、

,' 廃製品を適正な処理によって再資源化して 、

,' います。即ち、生産活動そのものが環境負荷 I 

: 低減、循環型社会構築の推進につながるという : 
; ことです。乙のよう芯観点か5、リーテムは : 

¥ 手解体及びりーテムプロセスでの生産増 ,' 

\ そのものをプラスの環境調｜圃としてとらえ、

\ これを環境目的 目標に掲げて ,' 

、 推進していますo , , ' 

リーテム
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｜ リーテム品川クルト日 | 

広範な環境保全事業に取り組む。

ガス化溶融事業への集荷協力
リーテムは、 2004年10月に茨城県内で事業開始を計画している住友金属工業様のプロジェク卜「ガス化溶融事業j に参画。

第 1 期 3,000tl月、第2期 6.000t/月の集荷を包括的に受託します。

⑤今路盤材やりント
原料として売却

＠州問lこ売却
圃・・... 

；＠－’ 還元処理後再利用

！－·－~燃料として製鉄所内利用
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ガス化熔融炉
第 1 期 ｜ 3,000t／月 一寸
第2期 I a.00011月 ｜遊授機のリサイクル処理

リーテムは、 2000年 l 月に遊技機関連業界6団体の「リサイクル選定業者」許可を取得。

廃遊授機の「播て芯い、単純に燃やさない」処理を確立していきます。

= 
=== 

ー宅＝＝＝
ニ王室

コンサルテーション
クライアン卜への、複合廃棄物再資源化処理事業やリサイクル原料流通事業の企画立案・提案をはじめ、

企画導入後のサポートなどを進めています。

提案事例
事業名 具体的な事業内容

1 復合廃棄物再資源化処理事業 ①廃自動車 自動車のリセール（海外）

自動車リサイクル法対応工場

解体→部晶υユース／フロンー工アバッグ液体物の回収

資源化処理→シュレッデインク／ギロチン／プレス等の中間処理施設建設

②廃家電 廃家電の解体l家電メーカー指定処理工場l

家電由来の部晶（コンブレッザ／モタ ／ブラウン管芯ど）、素材（特に樹脂）の集中リサイクル処理

③焼OA機器 I)ーァムの知見と経験を集大成した工場の建設

般廃棄物の受託 解体手解体＆重機解体→機械処理シユレッデインク／ギロチン／プレスなど

物量安定確保（自業不要）高単価（商売よ）が期待できる→PFI （※）対応可能
2 リサイクル原料流通事業 ｜｜岸①壁受使入用スクフツブ 鉄鋼原料アルミ原料非鉄貸金属原料廃ブフスチック類の＝次原料の圏内外入出荷

鉄鋼原料

②廃自動車8廃家電＆廃OA機器の解体／ 鉄鋼アルミ非鉄貴金属樹脂等

資源化処理発生物の海よ出荷

．曹離種・

りーテムでのリサイクル処理の実際
(3Rの実践、ゼロ 工ミッションの確立）

@ 
:@; 

e菌..誼，

・霊冨冨ma

~＝ほとんどが中間陣。 ~「可
L乙れをパーツ、 マテりアル、 サーマルのリサイクル型処理に変えるJ

恥で主⑮

復写機や遊技機、廃自動車、廃家電、廃OA機器、一般廃棄物芯ど。

リーテムは他業種の複数企業と業務提携し、環境負荷低減に貢献しています。

一
要

一

一
概

一

←
の

一

倍

画計
一

処理を実現しています。りーテムリサイクルプロセスは「廃棄物

が保有する資源・エネルギーを良質な素材原料に加工する為

にはどうすればいいか」という発想をもとに開発されたもので、

ζの発想は富士ゼロックス様がメーカー糞任として環境負荷

低減のために提唱する「限りなく廃棄ゼ口を目指すJ という考え

にも合致しています。ちなみに、 2000年からはリーテム及び

J· 円ICのメンバーが全国台地で処理を受託しています。

からは一部の物品について輸入規制が行われるととになりまし

た。とれに基づき、リーテムは中国へのコンブレッサ輸出を

中止しました。リ テムでは今後とも中国の法令に従い、環境

保全企業として日中間の円滑なリサイクルシステムの構築に

貢献していきます。

: 業界の方針・廃棄台の流れ

排出台 4・・・・・・h－・E・－＝り外し台

・新台

複写機のゼロ・工ミッションに参画
リーテムと J RIC (P.18参照）は、富士ゼロックス様の「資源

循環型システムJの再資源化プロセスを担当し、「ゼ口・工ミッ

シヨンJに全国規模で参画してきました。 リーテムは 1998年に

「資源循環型システムJ構築に参加して以来、首都圏を中心に

回収 ー 解体された富士ゼロックス裂の複写機から生じる鉄－非鉄

複合部品の再資源化を受託。 独自のシステム（りーテムリサイ

クルプロセス）で 100%のリサイクル、即ちゼ口・工ミッション

日中間の円滑なリサイクルシステム
2001 年7月に中国のリサイクル処理会社と業務提携契約を

締結。リーテムは、中国提携先処理工場において日本の家電

リサイクル処理工場等で発生する再生品の一部をリサイクル

処理してきました。中国への輸出量は年々増加していますが、

中国当局では廃棄物由来の物品の輸入規制を強化しはじめ、

2002年ア月に「輸入禁止貨物リスト」を公布。 同年8月 15日

｛その他］ 環境υスクマネージメント及び、リサイクル工場におけるLCAと環境会計についてのコンサルテーシヨンの着手に向けて、社内で準備を進めています。

※ PFI ；民聞の活力事J用による公共サービスの意

開璽顎顕裡覇
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運用する。危機管理組織を構築し、

リーテムではかねてより危機管理のための具体的な手法の確立を重要視しており、

昨年より本格的に取り組んでいます。
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法規のコンブライアンス意識を向上
法律や規範の遵守を無視した経営では、 トラ

ブルの発生で会社の信用を落とすだけでは

なく、従業員のモチベーション低下や売上減

少、人材の流出等、多様忽弊害がじわじわ会社

を蝕みます。そこで、リーテムでは会社の

経営層から従業員一人ひとりに至るまでコン

ブライアンス（遵守）の重要性を啓発し、社員

各自の意識向上に努めています。
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社内のリスクコミュニケーション

リスク管理の主役であるべき経嘗陣及び従業

員各自が目標に無自覚であったり、リスク管

理マニュアルを作っても表向きの目標と実際

の行動にずれがあったりすることが、企業の

IJ スクマネージメントの失敗の原因のひとつ

であると私たちは考えます。そこで、リーテム

では以下の3項目を念頭に置き、社内におけ

るアンケートや従業員教育を実施しています。

口 リスクに気づかせること

口理解を深めること

口解決にむけて自主的な行動を

引き起こすこと

ヰ；：）

から情報収集しながら、業界独自の具体的なリスク事例を懇定

する作業も行ってきました。今後は具体的な対策基準の取り決

めや、その実施を進めていきます。

リスクの選出
会社を取り巻くあらゆるリスク事例を項目

別にピックアップして分類するにあたり、

リーテムはコンブライアンスに関わるリス

ク、利害関係者との関わりでのリスク、社内

から発生するリスクの3つの側面かうアブロ

ーチしました。

同

t 社会

廃棄物処理 環境関連法規、その他企業が遵守し砿ければならない法規を中心に、

社会的道徳や経営理念、社内ルール等のコンブライアンスに関わるりスク

一’ 業界・ 関係者 ー ー ー
圏内外の取引先、提携先、地掛土会等の利害関係者との関わりで起こり得るリスク : : 

，ーー 一一一一一＿＿＿,--－瓦 － 内 －--ｷ; : : 
・業務の効率性、財務、情報セキュリティー、

従業員のモチベーシヨン低下芯どの社内におけるさまざま忽リスク : : : 

．事故災害天災等、工場の安全衛生管理についてのリスク ;;: 

、

、

環境リスクマネージメントチーム
IJ ーテムでは社内で環境リスクマネージメントチームを組成し、

社員にアンケー卜を実施して現場の声に耳を傾けています。

また、業界団体や専門文献、関連セミナー、インターネット等

、
、

、

、、

、

顧害の信頼を大切にします

廃棄物処理法の改正で導入された排出事業者

責任の追及が現実化する中、企業の担当者は

それぞれ自社排出物の違法処理の予防対策を

検討－実施しています。また、地球環境保全

の観点かう、各種のリサイクル手法によって

コンブづイアンス宜厨

白性l玄. 21 ・E・e・t拠慨する・喧民鉱およびλ楓...’慢の，，ーデ，，グカシハニーとし

てー・a哩念e・8めとするt・4・U企a哩~と illlO. II剛 R省令象”といラた＂＇令を

温’n. 周＇＂~~· 絶＇＂＇室長の健虫．更に＇＂＇＇・に民生する岡・の健畠から白主筑間R

.... ，.の厳守を.. 援しーより広〈ーよりaいレペ，Lにお4するコ，プライ7 ，ス(l・6 ・

9渦通曾を白摘すものであること4をここに賞宵する目

ヨJ03 隼 I Ji I 0 

傑式会社リーチム ，式相h

ft ft・R・...社長・..鴨－ ，冒踊直E・

排出物そのものの減量を進めている企業も

増加していますが、廃棄物の発生は経済活動

の副産物であるという一面も否定できません。

そこで必要に怠るのは質の良い処理を遂行し、

環境との調和や企業のリスクを顧客と同じ

視点で捉えることができる委託会社です。

リーテムには、それらのサービスの提供に必要

芯すぐれたノウハウと経験があります。

2003年度コンブライアンス実施計画
①経営層からのコンブライアンスポリシーの周知徹底をします。

②専門部署を額置し、各種専門家と提携のよ、担当者を専従させます。

③当社におけるコンブライアンス経富の実践について、調査分析により問題点を把揮します．

④各部署におけるコンブライアンス経営実践のための具体的計画をそれぞ杓策定します。

⑤専門部署による指導監笛の下、責任者をチームリーダーとして、具体的計画を実施します．

⑤〉一定期聞を経て、実飽状況を監査により謁査・分析し、さらtcf.る改善を目指します．

企業をとりまくリスク環境

洗い出したリスク群の中でも、保険対象になるリスクは保険で

対応。既存の保険で対応不可能なリスクについては、そのダメ

ージ損失に備えた具体的な対策を検討します。

リスクマネージメントプロセス

リスクマネージメントプロセスには、設定された目標を受け、

リスク評価をし、手段や戦略を決定し、業務プロセスの構築と

実施をし、モニタリング活動（監査）を行い、システム全体の

有効性のレビューを行うという、一連の過程があります。乙の

フローを繰り返し恒常的に行うことに意昧があります。

. 
．国

一一一一一
『一

一一一一
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定期的に環境マネージメントシステムを見直す。

リーテムでは、環境理念に基づいた環境マネージメントシステムを構築。

日常の活動はもとより、緊急事態における対応についても考慮を重ねています。

リーテム組織体系

..繍マネ ジメントシステ心由実範及び必’＂＇賀酒の周愈
・贋樋管理責任者を指名し役割慣笹桶闘を与える

．環境マネージメントシステム町定期的名手奥麗し

•it:則町こlllAll聖司監賃金を伺催

··~・マネージメントシステムを実施組縛"Jる
・llllA目穆遠慮tt耳申慣留忍び対策検問
・飽曜の明細を決定する
．社毘に現場マネージメントシステムの実纏箱吸を帽告

・環演マネージメントシステムにおげる
役割責任纏隈を定め ll当者に伝週官る

弔守恒

年 1 包内!l!llillを，U！する

品幽設司臨誌面
罰規マ~ージメント 事務局畳あるい，.
システムに示さnた 副局1113111務馬の
茜舗墜を行う 代要として調演’R

割陸軍島民会に出席

2000年9月～2003年3月 生産達成状況

(%)I 

.... 匝「一～、 -J. →一一・ cm 
120 

100 ト「 ・~干一-j ト→ ト→ ト→ ト→ 翠4li

目。』

60 I 
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00.09 01.03 01.09 02.03 02.09 03.03 

緊急事態発生時の対応 J

作業者 作業者 部長／課長 作業者 総務部長
（発見者） 文は

環境管理責任者

環境マネージメントシステムの

組織体制と役割

2001 年 1 月 11 日に18014001 の認証を

得て以来、リーテムの環境マネージメントは

社長を最高責任者とした体制で運用しており、

社長に任命された環境管理責任者が環境管理

委員会を主催する仕組みです。この委員会で

は事務局も交えて多くの議題の調整を図り、

実務責任者である部課長に伝達。部課長の

指導のもと、全社員が環境マニュアルに従って

環境保全活動に取り組んでいます。また、営業

戦略会議を週 1 回開催して、営業面からの

強化を図っています。尚、内部環境監査員に

は各部署の研修機関での講習受講者8名が

任命されています。

環境マネージメントシステム監査

環境マネージメントシステムの監査手段とし

てJICQA監査員による年 l 回の外部審査だけ

ではなく、定期的かつ適宜必要に応じた社内

部署による相互監査を行っています。昨年

12月にはJICQAによる2回目の定期審査が

あり、フ件の改善要望事項としての指摘があ

りました。一方、 2002年度の内部監査では

32件の「軽微芯不適合jを除いては重大な

指摘はなく、 32件については適切芯是正と

確認を実施しています。

緊急事態への準備と対応

緊急事態発生時の情報伝達手段を定めて対応

処置を明確にし、関係者に周知しています。

また、環焼管理活動が環境マニュアルに沿って

運用ー維持されているかを定期的に監査・

測定し、評価・フォローアップをしています。

不適合事項が発見された場合、マネージメント

システム及び運用管理に関するものをそれぞれ

分類－分析し、是正処理を図ります。

［ （株）リーテム環境方針 文書 N。MF・0420

［基本理念］

（様）リ ーテム（;I:. 事業活動を通じてリサイ？ルの向上に貢献するとともに、事業活動すべ

ての面で社員会員容加のもと、地球環境の保積及ぴ保全に対して積極的に行動する．

［基本方針］

1 資源の有効活用のために、さらに積僅的にリサイヲルの貨の向上を図りかつ高度な処

理技術プロセスを開発することにより、地球甥境の保全に努める．

2 地球環境の保II .保全活動を推進するために環境活動組織を盤備し、環境関連法続

条例を遵守するとともに自主基講をS量定し、環境管理の向上に努める．

環境管理の重点項目

① 有用な成分を含んだ原料としての廃薫物の適正な管理を行いリサイヲルの向上に努める．

②電気 ・ ，由のエネルギー資諌を有効に，舌用し．使用呈の削援に努める．

③水戸エi暑で受け入れるすべての物の収集運織荷受 · •前週別・磁砕処理・継出に至る

金工程において事故の発生防止と環境汚染の予防に鰐める．

4 mi貴方針達成のために、環境目的・目栂を定め定期的に環境保全，舌動の見直しを行い‘

JJll~管理システムの継続的改善を図る．

5. 内部！Jll嶋監査の実施により環境管理システムの維持向上を図る．

関係官庁をはじめ地峨住民環漬保穫図体とのコミュニケーションを図り、環境保鐘・

保全活動に貢献する．

7. 全社員への教育・訓練を実施し、環境方針を周知徹底し意畿の向上を図る．

8 この環境方針は社内外に公表する．

平成1 2 年6 月 1 0 日

｛犠）リ ーテム

社長守高1民一

事業活動実績値の例
内

水戸工場 l .347.288 kwh 

トラック 34.655 e 
水戸工場 689 rrf 

環境情報の対応（苦情・要望等）

工場では、環境に関する外部（地域住民 ・

顧客－行政）からの苦情・要請等については

総務部、営業部及び営業企画部の各部長が

窓口となり、環境管理責任者から部課長や

社長に伝達されます。また、社内従業員から

の意見も環境情報として扱い、それぞれに

対応 ー 処理するシステムを運用しています。

2002年度の例としては、ガスライター ス

プレー缶やコンブレッサ等の混入があり、原因

調査と混入防止策について検討しました。

土壌汚染防止

鉄スクラップ等の搬入物の荷卸しゃ選別を

する際には特別な配慮が必要です。 なぜなら

機器や装置内から残留油が漏出し、地下へ浸

透して土壌が汚染する可能性があるためです。

リーテムでも著しい環境側面として巌も重要

視しています。土壌汚染防止のため、選別場の

床をコンクリー ト舗装して不浸透化を進めて

います。 2002年度は目標値 l.500niの約

2倍を施土しました。

未処理堆積物対策

リーテム水戸工場の未処理物保管所lこは、過

去の鉄スクラップ引取りの際に発生した鉄、

非鉄、陶器、土、プラスチックなどの堆積物

が2000年9月現在で約6.500ni保存されて

いました。リーテムではこれらの推積物の

処理を開始時から 10年間で完了させること

を目標にしています。 2002年度にはユンボ

節分け機の導入で作業効率がさらに高まり、

目標値5%削減に対して2倍強の処理を達成

しました。
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状況を見据えて、 取り組みを進化させる。

リーテムでは、環境方針に基づいて環境目的・目標を作成し、活動しています。

環境目標についてはコストと効果を数値的に把握集計し、

効率化と意識向上を図っています。

環境目的 ・ 目標

当社の事業活動か5生じる、マイナスとプラスの環境側面を

併せて抽出－評価し、特定した環境側面における定常状態、非定常

状態、緊急事態の各々の環境影響評価を実施。その評価をもとに

環境目的・目標

t主n霊童 ＿，；；品

「 原料（ブフスの側面） 廃OA機器等、 管理本部

廃モーターコンブレッサ 事業本部

P- 1 での生産量 (MRｷ Pl) 

実装基盤等、携帯電話 ー 管理本部

ポケッ トペル 事業本部

(MRｷ P-2) 

業の 管理本部

非鉄金属での生産量 事業本部

（非鉄金属）

未処理堆積物の削減 工場共通項

（プラスの側面）

電力の使用 MRｷP-1 MR P-1 

全般

切断機（シャー） ｜円

電灯、 その他 水戸工場

事務所共通

電灯、その他 本社共通

汚染排水の発生 集塵機 MR Pl 

漏油の発生 選別 IR 

粉塵の発生 MR· P・ 1 MR Pl 

（建屋内） 建屋内設備

環境目的九対応したコス ト（積極コスト）

「蚕境関連法規制の遵守のためのコスト

180 1 4001 環境マネージメン トシスァムの運用管理コスト（EMSコス ト）

直旦

蓄しく環境影響を持つ環境側面を決定し、環境目的 ・ 目標を作成

しています。 運用成果が目標値に達してい芯い頂目については、

適宜、是正 － 予防の手順に基づき、見直しを行っています。

E・・.， 自撞1忌翠週言耳
生産量l」伴う環境負荷低減への寄与 生産費

1999年度を基準に 1999年度比10%矯

3年間で35%生産増

未処理堆積物3年間で25%削減 5%削減

(325附）

電力原単位（生産量当り）の低減 原単位

2000年度下期を基準に 2002年度1%減

3年間で3%削減
電力原単位の低減 原単位

2001 年 7月～2002年3月実績を基準に 2002年度1%減

3年間で3%減

電力使用量の低減 使用量

200 1 年10月～2002年9月実績を基準に 2002年度上期は現状把握

3年間で3%減 2002年度下期は 1%減

電力使用量の低減 使用量

2000年 10月～2001 年9月実績を基準に 1%減

3年間で3%減

ウオッシャタンク清掃時の 排出量ゼロ

ウオッシャ水排出防止

地下浸透防止 コンクリー卜舗装

1 500前

建屋内粉塵発生の低減 局所フ ド2ヵ所設置

職場清掃管理の徹底

環境会計によるコスト集計

環境保全活動のためのコストを、リーテムの環境目的に対応

したコスト（積極コスト）、法規制遵守のためのコスト、環焼

マネージメントシステム運用－管理コスト（EMSコスト）の3つ

に分類。 今年度の目標に対応するコストと効果の情報を翌年

以降の活動の効率化に役立てるため、コストマネージメントを

着実に続けています。

・・・・・I＼主I覗五常，n三i~~;.Jlil!&-Jcｷ: • -v_t• 開 hl.t厄il.; ;

①営業体制の強化 I 53.9叶 生産量10%増の目標値｜」対して
②処理能力の向上 P-1 は 141 .8%、

処理稼働率の向上 非鉄金属は98.4%と

処理単位時間当たりの ほぽ達成しましたが、
処理量の向上 P2は85.4＇）もlこ止まりました。

③手解体のライン化、標準化

①処理実施人員費用の計画的確保 3.000 2.973 ユンボ簡機の導入により、作業効率が

より、目標値325円f削減に対して、

221.5%の達成率となりました。
①安定負荷操業l」よる稼働率向上 22.610 目標値（0 .848kWh/t）に対して、

②点検補修強化による稼働率向上 100.0%の達成率と忽りました。

1.525 目標値（0 087kWh/t)k対して

103. 1 %の達成となりました。

①不在長時間離席 468 目標値（20 7kWh／月）（」対して

(l 時間以上）時の消灯 101.5%の達成となりました。

②不在ー長時間離席

(l 時間以上）時の 788 目標値（ l 8.9kWh／月）k対して

パソコン電源の切断 1 02.9%の達成となりました。

①ウオッシャタンクドレン水の 373 2002年8月に約 13併の。

外部処理委託（年 1 回） ドレン水を外部委託しました

①選別場床の不浸透化 6目594 1.201 目標値1500rrflこ対して約2倍の
（コンクリー卜舗装化） コンクリー卜舗装を実施しました。

①局所フードの計画的設置 3,391 予定通り集塵フードを
②職場清掃 。管理の維持 2箇所設置しました。
破砕機の吸塵清掃励行

破砕物の落下飛散防止励行

集塵設備の点検補修励行

9.594 87.262 

25.151 環境関連法規制の遵守を徹底しました。
②騒音振動悪臭管理

ょ ③廃棄物管理
①環境審査の定期的実施 11.552 上記環境目的目標を達成し、
②EMS連絡会の運営 環境マネージメントシステムの
③社内の環境教育 維持的改善を進めました。

l ④環境報告書の作成
9.594 123.965 

2002年度の環境会計（単位千円）

亘豆白百i軍事！， ~~!li.i]豆U.,-

生産量 生産量
1999年度比20%増 1999年度比5%増

（累計50%増） （累計55%僧）

一10%削減 10%削減

（累計25%削減） （累計35%削減）

原単位 原単位

1%減 1%減

（累計3%減） （累計4%減）

原単位 1 %減 原単位 1%減

（累計2%減） （累計3%減）

使用量 使用量

1%減 1%減

（累計2%減） （累計3%減）

使用量 使用量 一一ー一→

1%減 1%減

（累計3%減） （累計4%減）

排出量ゼロ 排出量ゼ口 一→
ドレン水を年 1 回 ドレン水を年1 回

汲み上げ、廃棄処分 汲み上げ、廃棄処分

コンクリート舗装

5oom（累計3.000計）

車車場清掃 管理の徹底 職場清掃・管理の徹底

ー亙空〉
期間 2002年4月～2003年3月

；主配設備投資費用は初期投資額を「投資Jとして計上していますg

減価償却費は含めていません．
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社会貢献と環境ビジネスを両立させる。

リーテムは経済産業省から廃棄物のリサイクルに関する調査研究を受託し、

複数の機関と共同で調査研究を推進。

社会貢献と環境ビジネスの両立を目指し、

水戸工場全体のデータを収集・解析し、報告しました。

LCA 
Life Cycle Assessment 

でリサイクル事業においてコスト要因・環境負荷要因と芯る

要素を抽出。収集されたデータをリサイクル分野における資料

として活用することを目的としています。

経済産業省委託事業の目的とはつ

廃棄物処理に関するリサイクル工場全体の環境データは、世界

でもほとんど例がありません。そこで、リーテムのリサイクル

工場をモデルに、当該工場における内部物流の解析を行うこと

LCAにより、リーテム水戸工場全体のマテリ

アルフローから各工程のインベントリーを

作成、分析。業務にかかるエネルギーとC02

排出量を徹底的に解析しました。人一一施内容

LCAでは取り上げられていなし1 「人的コストj

を併記した環境影響とコストの関連性を分析

するため、 ABC手法を用いて、工程別コスト

の収集および分析を実施。 LCAデータとコス

トデータとの関連づけの要約表を作成、検証

しました。リサイクル工場全体のエネルギー

をより低減させるために活用が可能です。

工亘

LCAデータとコストデータの要約表 f峰満置獲省重託事業報告曾J 5日ベージより後幹
インプット

量入畳（t】

＼
l

ノ
ー--c 詮J語会会委託事業報告書

4
2
H
 

P-m 

1.321.3 

Pl-3 

且~
90 

3.479.8 

Plｷ2 

且＿＿！！.
303.B 

2.46:3.8 

1.387.2 

Plｷl 

混乱堕讐
3.4 

67 

0.6 
王蕊汚

I 四

It 

cg豆豆コ

エネルギー

ABC 
Activity Based Costing 

, 、 とれらのデータかう定量的手法でコスト要素

I ステップ3 I となる工程を洗い出すとともに、リサイクル
、 J 事業等に共通する要素かどうかを検討。

司司F

。 コストの解析・評価だけでなく、環境影響に

ついても解析評価を実施。

工場の共通施設においてもデータ収集すると

ともに、部門ごとでも可能主主限り細かい工程

単位でステップ1 のデータを収集。

, 、 3ヶ月を期間として廃棄物量（外部から鍛入

t ステッ ブ l I されたものと、他部門から持ち込まれたもの

、 J のそれぞれの物量）芯どのデータを収集。

可F

e 可V

く＞｛糊所等 J

!8 
:ie: 

環演会計モデルの全体像 f明瞭省書託事業碍告書J 75ページ山岳符

／｛、，c::;可画面Fむ／ー＼
I 遺骨l I -::::::- I 製品管理 l

\...._/iミコa周囲~Q＇－.ノ

監
。

＠
一一

（ 環ー〉
事業活動がそのまま環境保全活動となる環境

ビジネスは、事業コスト全てが環境コスト

であり、環境会計の対象と考えられるため、

活動基準を課ごとに分類して工程内外での

コストも集計－表示し、リサイクル事業に

おける環境会計のモデルを提案しました。

ー－，

’ 

ームーーーーーーーーーーー『一一一一ー一一ーーーーーーー

4

-ad 

調査研究事業委員

・株式会社リーテム ・株式会社卜ーマツ環境品質研究所

・神鋼リサーチ株式会社 ・東洋大学

•. .e 

ー、

「＼、

一一一一一一• 
一一一
一一
一一一
一
一一
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複写機工場非鉄工場

』匝・
n醤珊

iイ喝S ..’ 
• (!_ -

IA工場

、

、

、

, , 

P-2工場

りーテム水戸工場

P-1 工場

-, , 

、

、

解析する。

。

水戸工場全体のデータを収集

パーツ回収

「ABC」によるコス ト算出 : 
etc. . 

－・・・・.... 

.... .... 

ｷ-ｷ 
. . 

- 

. 

+ 

+ 

... 

. 
- 

+ 

+ 

金銀銅淳

... 

. 

＆句

企業内の
アクティ ピティ

人件費 ; 

仕入高 >

. 

. 

, 

ABC 
Activity Based Costing 

ABCで人件費、仕入高などのコストを正確に把握。
ABCとは、段取り作業、検査、部品発注、梱包などといった

企業の各部門あるいは各担当者の業務をアクティビティ（活動）

という単位に分解し、アクティピティ（活動）ごとに適切な配賦

基準を設定してコストを集計する原価計算の手法です。リーテム

では人件費、減価償却費、仕入高などにかかるコストを正確に

把握するためにリサイクル活動において活用しました。

工場ごとの電力と燃料による

C02総排出量の割合6713ゐ

IA （電力）

非鉄金属｛竃力） 1% 

非鉄金属（燃料） 1% 

1% 

6% 

3% 

10% 

8% 

2gも

復写機｛電力）

P-1(燃料｝

P-2 （電力）

P-2 （燃料）

P- 1 （電力）

IA （燃料｝

複写機

LCAで環境負荷の割合を総合的・客観的に評価。

しCAとは、製品芯どを製造から運搬、使用、廃棄または再利用

までの一生（ライフサイクル）を段階ごとに分析して、どれだけ

環境負荷を与えているかを総合的に評価するシステムです。

投入エネルギーの使用量から、排出される二酸化炭素の量芯ど

を測定することにより、それうを削減するより良いリサイクル

方法を見つけることができるため、結果的に経費削減にも

つながります。

LCA 
Life Cycle Assessment 

パソコン

.... .... ... + ... + ... ' 減価償却費 ; 

etc. 

「活動基準」による「環境会計」

「活動基準J による環境コスト

｢> l

d
 

＼

』
’

／

ι
ー

「

ス

d

ス

一

コ

一
コ

「

境

二
莱

／

環

＼
事

f目的基準J による環鏡コスト

リーテムでは環境会計を提案。

環境保全活動を客観的 定量的に捉え、発表する手段として、

環境会計が用いられるようになりました。多くの会社では環境

省のガイドラインに則し、 「目的基準」でそれぞれの会社の環境

保全目的を基準に環境コストを算出しています。しかし、環境

ビジネスでは事業自体が環境保全自的であるため、目的基準を

採用すると事業コストがすべて環境コストという事に怠って

しまいます。このような理由から環境ビジネスへの目的基準の

適用については、前述した環境省ガイドラインでも問題認識さ

れています。そこで、リーテムは環境事業活動を基準とした

「活動基準J を採用した環境会計を提案します。

リーテム水戸工場のC02排出量割合

1% 複写機｛燃料）

77% 

P-l 工甥 担写情工場非鉄工場IA工渇P-2工濁

LCAによる水戸工場の特徴とは？

リーテムの水戸工場にはP-1 工場、 P-2工場、 IR工場、非鉄工場、

複写機工場の5つの工場があります。しCAにより各工場のエネ

ルギー消費量、 C02排出量を測定したところ、 Pl 工場の電力

消費量 燃料消費量が圧倒的に高く、 C02排出量も全体の

77%を占めていました。次に多かったのはI R工場の 14%でし

た。また、 P-1 工場とIR工場では、粉砕機またはシャ一切断の

電力消費量と選別・解体に伴う燃料消費量が多くなっています。

P-2工場ではC02排出量は全体の3%と少芯いですが、工程ごと

の比較ではエネルギー消費、 C02排出量ともにP- 1 工場と同じ

ような傾向を示していました。リーテムではこうしたデータを

活かし、環境負荷を最も少なくするための努力を重ねています。

空空室
』『ーー

・田・・ー= 

- = 
• 

一
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幅広い交流を心がける。社内外にわたり、トワークを全国に網羅する。リサイクルネツ

従業員・関係者教育

教育、訓練、啓発は、色個人に確実に環境

意識を浸透させるために必要不可欠芯

ものであると考えています。そこでリー

テムでは「環境一般教育訓練j 、「環境特

定教育訓練j 、「監査員教育j という対象

者ごとの区分で環境教育プログラムを策

定・実施。また、毎月開催する「安全委員

会」を通じて従業員の安全意識向上に努

めています。

ljーテムは社内の環境意識向上に努めるとともに、

多くの方々とさまざま芯形で環境交流を深めています。

廃棄物処理を行う優良事業者を全国圏にネットワーク化した J ｷRIC 

全国どこでも同一のサービスを同じ条件で提供するなど、

強力な体制を整えています。

研修生の受け入れ

これからの社会を動かしていく学生官公庁職員民間企業の方々に、今後の再資

源化産業のあり方を考えてもらう良い機会になると考え、リーテムでは積極的に

工場研修生を受け入れています。

トピックス

.~C~5周年 l 
発足5周年を記念して行われた全国大会

では、過去の業績の報告や今後の方針

ついて活発な意見交換が行われ、ネット

ワークの強化について討議されました。

J ·RI山？っ lJ ·RICのメリット
/

/
111

\
\ 

「コ
研修内容

早稲田大学理工学部学生の夏季実習

取材・講演活動

「 リサイクル j に対する社会的関心の

高まりにより、取材・講演依頼が増えて

います。 企業だけではなく、公共機関、

研究機関、学生等さまざま芯方々からの

依頼がありますが、「取材側の目的を

知ること＝社会のニーズを知る機会J と

考え、積極的に受けています。

グリーン調達

資材購入の際の製品保管用に中古の

フレコンパッグをリユースしたり、再生紙

等の環境負荷が低いものを選定する芯

ど、グリーン調達を進めています。

t主 l・電子マニフヱストの導入
すでにJ RICメンj t一企業の大半が電子

マニフエストシステムを導入。今後は

100%定着化を目指していきます。

研究開発

複合素材の効果的な再資源化のために、リ テム単独での研究開発だけでなく製

品メー力ーやユーザー等と共同で研究を重ねています。

地域貢献活動

従業員の環境意識の向上と地域とのコミュ二ケーションを緊密化するために、地

域貢献活動も行っています。

2002年度の研究開発事例

実施年月｜ 共同研究 | 研究内容

2002年 明トシャーブ（株） ｜ 液晶式テレビジョン携静電話機のリサイクル性評価
11 月 東京電力（株） ｜ 廃棄電気機器類のゼロエミッション型処理の提案

実施年月 活動内容

2002年 I 12月 茨城町農業用廃プラスチック協議会からの農薬缶の処理

2003年 3月 茨城町回収の不燃系不法投棄物の処理

随時 茨城町内の小中学校から発生する廃棄物の処理

茨城県産業廃棄物協会主催不法投棄監視パトロール

2002年度の地域貢献活動

e1s014001 の認証取得

J ·RICの幹事企業をはじめ、各メンバー

企業は早くから積極的に l 8014001 

取得に向けて行動を開始し、すでに多く

の企業が認証を取得しています。

～
γ
 

現在31 社、

全国50拠点。

全国に広がる

J · RI Cの

ネッ トワーク

( J ·RICのサーベ

@@@@@ 
可司F

[ ・踊り依頼問り ー土制限り依頼 J 
・請求 ・マニフェス卜 ．支払い 』

-，＿ーーー一一一一－ , 

環境広報

リーテムが再資源化事業に取り組んで

いる理由を広く知ってもううととで、

消費者（排出者）の廃棄物への意識を

高めたいとの願いから、展示会芯どで

事業の紹介をしています。 2002年度

はいばらきゼロ工ミッション推進フォー

ラムに出展し、多くの来場者に再資源化

の必要性を問いかけました。

~ リサイクル
ネットワーク

; 受付 （窓口一元化）

リーテムが関わる組織・機関

経済産業省 産業構造審議会 廃棄物ーリザイクル小委員会パソコン3RWG

環境省 中央環境審議会．廃棄物ー υサイクル部会、家電等リサイクル専門委員会

いぱ5きゼロー工ミッション推進会議幹事設立発起人

l 茨城県環境一一員会委員
社団法人日本鉄υサイクル工業会環境対策部会委員会

社団法人茨城県産業廃棄物協会理事

委員長

ー吋

。処理のスピードアップ

（廃棄物処理受付窓口の一元化）

O安心感・信頼感

（優良事業者を全国圏にネットワーク化）

Oサービスの向上

（全国同ーのサービスを提供）

O運搬費用の低減

。価格の統一

（全国同ーの適正価格を設定）

O電子マ二フェス ト対応

J · RICとは、全国どこでも同ーの

基準で再資源化ができるリサイクル

ネットワークのことで、リーテムが

主幹事兼事務局となり 1 998年5月に

発足 しました。現在3 1 社、全国50

拠点で活動を続けるJ ·RICの強力な

ネットワークは、排出企業の利便性を

重視した機能を備えています。

ロ9

項目 処理量

情報機器販売会社什器1結局 250 t 

ビ－）レ自動販売機 1.044 台
・ －

ビルサーバー 302 t 

コンビニ什器備品 868 t 

0 A機器、 A TM/CD等 434 t 

タパコ自動販売機 24.735 台

2002年度処理実繍

\ , 幹事会社が
、 各都道府県をカバー
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3年聞を振り返って

環境報告書に対する第三者意見書

株式会主l リーテム

代表取締役中1:11: 巾X! 'flー 附

1 審査の目的

2003 年 7 JJ 3 1 日

株式会社トーマツ環 lJl 品質研究所
（デロイトトウシュトーマツグ）Ir-プ）

代表取締役礼艮
（公認会計士） さ支正

当研究所は、株式会社リーテムのu任において作成された同社の「環境報告1112003J の稼涯を行った．当研究所の得資の日的は、同報告

において椴告されている例制の収集過程と集計方法、並びにその内容について独立した立泌での見解を説明することである．

2. 審査の手続

株式会事上リーテムの了解の下、当研究所は「環境報告ttl200むについて以下の容資手続を災施した．

(1）拘怖されている的仰の収集Jl:m\とその集計方法の合理性を緋在した．

(2) IW峨されている内答について、作成自任者に対する質問及び凶辿する受口会:mψ録の閲覧、 JSO J 4001 凶辿資料との1¥.t合、その他似拠資

料となる内部資料及び外部資料で利Ill可能なデータと比較し般討した。

3. 結論

審査の結浪、当日l究所の1Jflは、次の通りである．

（！） 「環境報告m 2ooaJ にJ副総されている情報は、会社のm務活動から111された例報を適切に集計したものである．

(2) 同報告自に姉載されている約搬は、当研究所が訴主主の｜聞に入手した線興資料と島町していない．

第三者意見表明は今期で3年目と怒りました。 まだ環境

報告書の発行社数も少芯かった3年前lこ、いち早く環境

コミュニケーションの重要性を先取りし、先進的忽取り

組みを続けているリーテムの発想力・行動力には驚く

以よ

ばかりです。 循環型社会の形成が社会的急務となる中、

リサイクル事業の重要性は高まる一方です。 これからも

業界の先駆者としてのますますの活動を期待しています。

株式会社トーマツ環境品質研究所

－－－~~ .. 、＂＇• ::z山...~ C司」J.F，・←’『・、．
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